
 
 

（お知らせ） 

 

新潟県中越沖地震の発生を踏まえた福島第一原子力発電所および 

福島第二原子力発電所における地質・地盤調査の実施について 

 

 

平成 19 年 11 月５日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

福島第一原子力発電所 

福島第二原子力発電所 

 

当社は、平成 19 年７月 16 日の新潟県中越沖地震の発生を踏まえ、福島第

一原子力発電所および福島第二原子力発電所において、これまでの地質調

査をさらに補完し知見を拡充するため、発電所周辺の陸域および海域にお

ける地質調査を実施することといたしました。発電所の周辺陸域では地下

探査、周辺海域では海上音波探査、敷地内ではボーリング調査等を実施す

ることといたします。     （ 平成 19 年８月 17 日お知らせ済み ） 

 
 このたび、福島第一原子力発電所および福島第二原子力発電所の敷地内

におけるボーリング調査等の計画がまとまり、本日より準備作業を開始す

ることといたしましたので、お知らせいたします。  
本調査では、発電所敷地内の地盤の性質を調べ、耐震安全性の評価に反

映することを目的として、ボーリング調査および地下水位観測、地盤物性

試験を実施いたします。  
また、周辺陸域の一部の調査もあわせて実施いたします。  
 

発電所の周辺陸域での地下探査、周辺海域での海上音波探査等についても、

今後、調査計画をとりまとめ、準備が整い次第、調査を開始いたします。 

以 上  
 

（別紙）  
○新潟県中越沖地震の発生を踏まえた福島第一、第二原子力発電所における

地質・地盤調査の実施について  

http://www.tepco.co.jp/cc/press/07081702-j.html


平成 19 年 11 月５日

東 京 電 力 株 式 会 社

福島第一原子力発電所

福島第二原子力発電所新潟県中越沖地震の発生を踏まえた福島第一、第二原子力発電所における地質・地盤調査の実施について 

  平成 19 年７月 16 日の新潟県中越沖地震の発生を踏まえ、これまでの地質調査をさらに補完し知見を拡充するため、福島第一、第二原子力発電所において地質調査を実施することとしており、発電所敷地内および周辺陸域の一部

の調査を以下のとおり実施します。なお、周辺陸域の地下探査、周辺海域の海上音波探査等についても、今後、調査計画をとりまとめ、準備が整い次第、調査を開始いたします。 

 

 

１．調査内容 ３．調査箇所 

（１）発電所敷地内における地質・地盤調査 

 

（１）発電所敷地内における地質・地盤調査 
○ 埋め戻し土などの浅い地盤の地震時安定性（沈下や液状化など）

評価に反映するため、ボーリング調査、地下水位観測、地盤物性

試験を実施し、地盤の性質を調査する。 
○ 今後実施予定の地下探査、海上音波探査結果と対比を行うため、

敷地内で深い位置までボーリング調査を実施し、地質の分布を調

査する。 
（２）周辺陸域における地質調査 

○ 双葉断層を含む陸域の地下探査のための現地調査を実施する。 
○ 双葉断層の南側におけるボーリング調査のための現地調査を実

施する。 
○ 双葉断層の相馬市より北側延長部に関する既往の地質調査をさ

らに充実させ、耐震安全性評価の基礎資料を得るため、本年６月

から実施している地表地質調査を継続して実施する。 
 
２． 調査方法 
（１）ボーリング調査 

地盤を構成する土や岩石などを棒状のコアとして連続的に採取

し、これを観察して地質の状況を調査する。 

（２）地下水位観測 

観測井を設置して、地下水位分布を調査する。 

（３）地盤物性試験 

採取した試料などを実験室内で力を加えたり、変形させるなどの

方法により、地盤の強さや硬さを評価する。 

（４）地表地質調査 

地上で地層が見られる場所（露頭）などを観察し、地質を調査 

する。 
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福島第二原子力発電所 調査位置 
＊調査位置・数量については調査の進捗に伴い変更する場合があります。 

福島第一原子力発電所 調査位置 

凡例 
：浅いボーリング 
：深いボーリング 

（２）周辺陸域における地質調査 

下図に示す位置で現地調査および地表地質調査を実施する。 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 福島第一原子力発電所 福島第二原子力発電所 

浅い 
ボーリング 

13 ヶ所程度， 
１ヶ所当たり 1～２孔， 
深さ約 10～20ｍ 

８ヶ所程度， 
１ヶ所当たり 1～２孔， 
深さ約 10～20ｍ ボーリング

調査 
深い 
ボーリング 

１孔，深さ約 1,000ｍ １孔，深さ約 1,000ｍ 

地下水位観測 
浅いボーリング孔で実施 
13 ヶ所程度 

浅いボーリング孔で実施 
８ヶ所程度 

H19 年 H20 年 
実施項目 

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 

（１）敷地内の地質・地盤調査 

浅いボーリング        

ボーリング調査 
深いボーリング        

地下水位観測        

（２）周辺陸域における地質調査        

 

福島第   

  
   

  
  

  

  

  

  

  

  

  
        

  

４．調査期間（予定）

 

福島第一原子力発電所 

福島第二原子力発電所 

当社が活動性を評価して
いる双葉断層（約 18km）

南相馬市 

相馬市 

町 

双葉町

浪江

 

大熊町 

富岡町 

楢葉町 

新地町 

山元町 

亘理町 

角田市 

丸森町 

広野町 

葛尾村 

田村市 

川内村 

 
0 10（km） 

飯舘村 

・ 地下探査のための

現地調査 
・ 双葉断層南側のボ

ーリング調査のた

めの現地調査 

・ 地下探査のための

現地調査 
・ 双葉断層北側にお

ける活動性評価の

充実のための地表

地質調査 

海域 海域 

発電所敷地内 
発電所敷地内 
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